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目的及び方法、成果の内容 

 

①目  的 

特定機能病院における医療安全対策等のガバナンスを強化する目的で、医療法施行規則の一部改正

が行われた。医療安全のための職員研修についてなどを活用した研修後の学習効果測定の実施が求め

られており、平成 28 年度より実施している本研修を継続する。同時に感染対策についても同様な研修

会をすることが求められており本研修を継続する。 

 

②方  法 

 現在行っている年 2回以上の医療安全・感染対策研修会のひとつとして，病院職員を対象に実施し

た。サービス提供者からの動画講義を聴講し、最後に確認テストを行い、合格をもって受講完了とな

る。 

 

③成  果 

 昨年度に引き続き、医療安全においては研修期間を約 1ヶ月とし実施した。研修受講率は 94.5%であ

り、昨年度と比較すると低下を認めた。今年度は 1 ヶ月間で受講完了した職員数が例年より多く、研

修期間を延長しなかったことが最終的な受講率に影響したと考えられた。感染対策においては約 2 ヶ

月の研修期間で 96.8%であった。研修期間の設定は検討事項である。 

インターネット環境があれば、時間や場所を問わずに受講者の都合のよいタイミングで学習に取り

組めることは e-learningのメリットである。また、最近のテーマを教材として提供できること、受講

の進捗状況について把握管理も可能である。動画講義後の確認テストに合格しなければ受講完了とな

らないため、理解が不足している部分については、自分のペースで繰り返し学習することで高い教育

効果があったと思われる。 

 


